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東
教
育
財
団
で
は
、
基
本
財
産
二

十
一
億
七
千
万
円
を
国
債
と
地
方
債

で
運
用
し
、
公
益
認
定
を
受
け
て
公
益

財
団
法
人
と
し
て
再
出
発
し
た
平
成

二
十
三
年
度
か
ら
平
成
二
十
八
年
度

ま
で
の
六
年
間
は
、
毎
年
度
約
三
千
八

百
万
円
の
運
用
収
益
（
平
均
運
用
利
回

り
一
・
七
六
％
）
を
得
、
事
業
費
に
二

千
七
百
万
円
、
管
理
費
に
一
千
百
万
円

を
費
や
し
て
き
た
。 

 

と
こ
ろ
が
、
長
引
く
経
済
不
況
を
克

服
す
る
た
め
、
大
幅
な
金
融
緩
和
が
進

め
ら
れ
、
超
低
金
利
政
策
（
平
成
二
十

八
年
二
月
か
ら
「
マ
イ
ナ
ス
金
利
」
政

策
）
が
と
ら
れ
、
全
国
の
財
団
が
運
用

収
益
の
減
少
を
危
惧
し
て
い
る
。 

 
 

  

当
財
団
に
お
い
て
も
、
保
有
す
る
第 

五
十
一
回
共
同
発
行
地
方
債
（
額
面
金 

額
五
億
円 

利
率
一
・
九
〇
％
）
が
平 

            

   

  

成
二
十
九
年
六
月
二
十
三
日
に
満
期

償
還
と
な
り
、
平
成
二
十
九
年
度
の
運

用
収
益
の
減
少
が
避
け
ら
れ
な
い
こ

と
と
な
っ
た
。 

 
 

              

そ
こ
で
、
標
題
の
検
討
委
員
会
を
設 

置
し
、
超
低
金
利
状
況
下
に
お
け
る
資 

金
運
用
の
あ
り
方
と
平
成
二
十
九
年
度 

運
用
収
益
減
に
伴
う
助
成
事
業
の
あ
り 

方
を
検
討
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

    

  

平
成
二
十
九
年
六
月
二
十
三
日
満
期

償
還
と
な
っ
た
第
五
十
一
回
共
同
発
行

地
方
債
（
額
面
金
額
五
億
円 

利
率

一
・
九
〇
％
）
の
償
還
後
の
運
用
を
、

新
発
債
の
国
債
・
地
方
債
の
金
利
状
況

を
勘
案
し
て
、
当
面
、
銀
行
に
定
期
預

金
し
、
債
券
市
場
を
見
守
る
こ
と
と
し

た
た
め
、
平
成
二
十
九
年
度
の
運
用
収

益
が
前
年
度
比
で
約
六
百
四
十
万
円
の

減
と
な
っ
た
。 

 

そ
こ
で
、
平
成
二
十
九
年
度
の
助
成

事
業
は
、
対
象
事
業
と
対
象
団
体
に
つ

い
て
は
前
年
度
と
同
様
と
し
た
が
、
助

成
額
に
つ
い
て
は
、
前
年
度
助
成
額
か

ら
概
ね
三
割
を
減
じ
た
額
と
し
た
。 

 

そ
の
結
果
、
運
用
収
益
を
三
千
二
百

万
円
と
見
込
み
、
事
業
費
に
二
千
百
万

円
、
管
理
費
に
一
千
百
万
円
を
計
上
し

た
。 

  

平
成
三
十
年
度
に
満
期
償
還
と
な
る 

国
債
・
地
方
債
は
保
有
し
て
い
な
い
が
、 

現
下
の
超
低
金
利
状
況
を
勘
案
し
て
、

平
成
二
十
九
年
六
月
二
十
三
日
満
期
償

還
と
な
っ
た
第
五
十
一
回
共
同
発
行
地 

    

方
債
五
億
円
の
運
用
の
あ
り
方
と
引 

き
続
き
見
込
ま
れ
る
運
用
収
益
減
に 

伴
う
助
成
事
業
の
あ
り
方
を
検
討
す 

る
た
め
、
標
題
検
討
委
員
会
を
開
催 

し
た
。 

   
 

    

    

現
下
（
平
成
二
十
九
年
八
月
現
在
）
、

新
発
二
十
年
国
債
の
利
率
は
〇
・
六 

％
未
満
で
あ
り
、
こ
の
金
利
状
況
が 

続
く
と
す
れ
ば
、
先
の
五
億
円
は
定 

期
預
金
の
ま
ま
据
え
置
か
ざ
る
を
得 

ず
、
平
成
三
十
年
度
の
運
用
収
益
は
、 

平
成
二
十
九
年
六
月
二
十
三
日
満
期 

償
還
と
な
っ
た
第
五
十
一
回
共
同
発 

行
地
方
債
の
平
成
二
十
九
年
度
受
取 

利
息
約
三
百
十
万
円
が
減
と
な
る
。 
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平
成
二
十
九
年
度 

事
業
計
画
及
び
収
支
予
算 

東
教
育
財
団
だ
よ
り 

平
成
三
十
年
度
見
込
み 

（
九
月
七
日
開
催
の
検
討
委
員
会
） 

 
 
 

  

資
金
運
用
及
び
助
成
事
業 

検
討
委
員
会
の
設
置 
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  （２） 

  

そ
の
結
果
、
平
成
三
十
年
度
の
運
用
収

益
を
二
千
九
百
万
円
と
見
込
み
、
事
業
費

を
一
千
八
百
万
円
、
管
理
費
を
一
千
百
万

円
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
。 

 
 

公
益
法
人
は
、
毎
事
業
年
度
に
お
け
る

公
益
目
的
事
業
比
率
が
五
十
％
以
上
と

な
る
よ
う
に
公
益
目
的
事
業
を
行
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
（
公
益
認
定
法
第
十
五

条
）。 

当
財
団
が
行
う
事
業
は
、
す
べ
て
公
益

目
的
事
業
で
あ
る
が
、
管
理
費
に
一
千
万

円
を
要
す
る
と
す
れ
ば
、
基
本
財
産
二
十

一
億
七
千
万
円
を
、
一
％
以
上
の
利
回
り

で
運
用
し
な
け
れ
ば
公
益
目
的
事
業
比

率
を
充
足
で
き
な
い
。 

現
下
の
超
低
金
利
政
策
が
当
分
続
い

て
も
、
当
財
団
は
額
面
十
億
円 

利
率

一
・
九
％
の
国
債
を
保
有
し
て
お
り
、
そ

の
満
期
償
還
が
平
成
三
十
七
年
六
月
二

十
日
で
あ
る
の
で
、
平
成
三
十
六
年
度
ま

で
毎
年
度
少
な
く
と
も
約
二
千
百
五
十

万
円
の
運
用
収
益
を
確
保
で
き
る
。 

し
か
し
、
こ
れ
ま
で
の
当
財
団
の
事
業

実
績
を
維
持
す
る
に
は
、
実
質
的
運
用
利

回
り
と
し
て
年
利
一
・
七
％
を
最
低
限
の

リ
ス
ク
で
確
保
す
る
必
要
が
あ
り
、
そ
の 

          

 

   

 

た
め
の
運
用
方
法
を
模
索
す
る
こ
と
が

課
題
で
あ
る
。 

助 

成 

事 

業 

の 

紹 

介 

平
成
二
十
八
年
度
助
成
事
業
の
具
体

例
を
紹
介
し
ま
す
。 

✿ 

学
校
教
育
事
業
助
成 

「
地
域
の
未
就
園
児
と
の
交
流
活
動
」 

             

中
大
江
幼
稚
園
で
は
、
園
児
が
地
域

の
未
就
園
児
と
交
流
す
る
「
な
か
よ
し

デ
ー
」
を
開
催
し
、
ま
ま
ご
と
遊
び
を

通
じ
て
園
児
と
未
就
園
児
が
触
れ
合
う

こ
と
で
、
園
児
は
未
就
園
児
に
優
し
さ 

と
思
い
や
り
、
未
就
園
児
は
園
児
に
親 

      

   

 

し
み
の
気
持
ち
を
醸
成
し
た
。
ま
た
、 

未
就
園
児
の
保
護
者
も
「
な
か
よ
し
デ 

ー
」
に
参
加
す
る
こ
と
に
よ
り
、
幼
稚 

園
生
活
へ
の
期
待
感
を
持
っ
て
も
ら
え

た
。 

 
 
 
 

（
助
成
額
二
〇
万
円
） 

 
 「

豊
か
な
心
を
育
て
る
読
書
推
進
事
業
」 

 

中
大
江
小
学
校
で
は
、
子
ど
も
達
が

靴
を
脱
い
で
、
座
り
込
ん
だ
り
、
円
座

に
な
っ
た
り
し
て
、
自
由
に
本
に
親
し

め
る
よ
う
、
講
堂
前
ホ
ー
ル
に
人
口
芝

を
敷
き
、
靴
箱
や
読
書
カ
ー
ド
を
入
れ

る
ト
レ
イ
を
整
備
す
る
な
ど
読
書
環
境

を
整
え
た
。 

            

こ
れ
に
よ
り
、
休
み
時
間
や
放
課
後

な
ど
、
ま
た
、
雨
の
日
に
子
ど
も
達
が 

     

  

    

す
す
ん
で
読
書
に
親
し
む
よ
う
に
な
り
、 

豊
か
な
感
性
が
育
ま
れ
た
。 

 
 

（
助
成
額
六
〇
万
円
） 

「
震
災
に
学
ぶ
交
流
活
動
と 

多
様
な
体
験
学
習
」 

     
 

     
 

上
町
中
学
校
で
は
、
地
域
や
関
係
機 

関
の
協
力
を
得
て
、
防
災
訓
練
や
防
災 

教
育
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
釜
石
か 

ら
講
師
を
招
き
、
防
災
フ
ォ
ー
ラ
ム
を 

開
催
し
た
。
ま
た
、
車
い
す
体
験
学
習
、 

職
場
体
験
学
習
、
平
和
学
習
な
ど
多
様 

な
体
験
学
習
を
実
施
し
た
。 

 

こ
れ
に
よ
り
、
生
徒
た
ち
の
防
災
・ 

減
災
意
識
が
高
ま
り
、
さ
ら
に
、
部
活 

動
や
生
徒
会
活
動
な
ど
の
自
主
活
動
に 

 

 
 

 
  
 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

 
（防災フォーラム風景） 

 

（「なかよしデー」参加風景） 

（人口芝の上で読書） 

公
益
目
的
事
業
比
率 



   
 

（３）  

活
性
化
の
兆
し
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な 

う
に
な
っ
た
。 

 
 

 

 

（
助
成
額
六
〇
万
円
） 

✿ 

社
会
教
育
事
業
助
成 

「
区
内
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
交
流
と 

 
 
 
 
 
 
 

情
報
交
換
促
進
事
業
」 

              

中
央
区
Ｐ
Ｔ
Ａ
協
議
会
で
は
、
各
校 

園
Ｐ
Ｔ
Ａ
対
抗
の
「
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大 

会
」「
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
」「
卓
球
大 

会
」
を
開
催
し
て
、
区
内
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
交 

流
を
図
り
、
ま
た
、｢

指
導
者
研
修
会
」

や
「
女
性
会
員
の
つ
ど
い
」
を
通
じ
て
、 

                     

  

活
動
の
情
報
交
換
を
促
進
し
た
。 

（
助
成
額
五
〇
万
円
） 

✿ 

生
涯
学
習
事
業
助
成 

「
南
小
学
校
生
涯
学
習
ル
ー
ム
」 

  

南
小
学
校
の
四
～
六
年
生
の
希
望
者 

を
対
象
に
ダ
ン
ス
指
導
（
「
ス
ト
リ
ー 

ト
ダ
ン
ス
教
室
」
）
を
行
い
、
体
力
増 

進
と
異
学
年
交
流
を
図
っ
た
。
ま
た
、 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
も
参
加
し
て
も
ら
っ 

て
幼
小
中
校
種
毎
の
「
読
み
聞
か
せ
」 

を
行
い
、
読
書
へ
の
興
味
を
深
め
る
と 

と
も
に
世
代
間
の
交
流
も
図
っ
た
。 

 
 
 
 
 
 
 

（
助
成
額
一
〇
万
円
） 

 
  

     

  

✿ 

地
域
文
化
事
業
助
成 

「
中
央
区
子
ど
も
元
気
事
業
」 

          

中
央
区
子
ど
も
元
気
事
業
実
行
委
員

会
で
は
、
七
月
十
八
日
に
中
央
会
館
で

「
人
形
劇
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」、
三
月
十

二
日
に
区
民
ホ
ー
ル
で
「
春
の
子
ど
も

広
場
」
を
開
催
し
、
子
ど
も
の
情
操
教

育
、
親
子
の
交
流
、
小
さ
い
子
ど
も
を

育
て
る
親
世
代
の
交
流
な
ど
を
図
り
、

中
央
区
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
に

寄
与
し
た
。 

（
助
成
額
二
〇
万
円
） 

                           
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   

✿ 

地
域
ま
ち
づ
く
り
事
業
助
成 

「
ふ
れ
あ
い
学
習
事
業

」 

 

愛
日
地
域
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、 

ふ
れ
あ
い
も
の
つ
く
り
・
ふ
れ
あ
い
歌 

の
会
・
和
菓
子
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
・
ふ 

れ
あ
い
健
康
学
習
会
・
ふ
れ
あ
い
体
操 

を
開
催
し
、
地
域
住
民
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ 

―
シ
ョ
ン
の
輪
を
広
げ
、
併
せ
て
、
大 

阪
の
伝
統
芸
能
や
船
場
の
歴
史
・
文
化 

等
を
幅
広
く
学
ん
だ
。 

（
助
成
額
一
五
万
円
） 

          

（
生
涯
学
習
交
流
会
に
参
加
す
る
ス
ト
リ
ー
ト
ダ
ン
ス
） 

（ 寄せ植え 教室風景） 

（
人
形
劇
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
風
景
） 

（
生
涯
学
習
交
流
会
に
参
加
す
る
ス
ト
リ
ー
ト
ダ
ン
ス
） 

（指導者研修会） 

（バレーボール大会） 



（
日
本
一
長
い
天
神
橋
商
店
街
で
見
つ
け
た
大
阪
弁
の
看
板
） 

                             

  （４） 

 
 

  

    

 

大
阪
弁
は
、
ユ
ー
モ
ラ
ス
で
、
含
み

が
多
く
、
場
合
に
よ
っ
て
は
意
味
が
変

わ
り
、
奥
の
深
い
言
葉
が
多
い
。
そ
の

代
表
例
を
挙
げ
る
。 

【
ア
ン
ジ
ョ
ウ
】 

 

う
ま
く
、
体
裁
よ

く
、
丁
寧
に
な
ど
の
意
味
で
使
わ
れ
る

が
、
も
と
も
と
は
「
味
よ
く
」
で
あ
り
、

次
の
ア
ン
バ
イ
と
同
義
と
も
な
る
。 

【
ア
ン
バ
イ
】 

 
 

漢
字
で
書
く
と
塩 

 
 

  

梅
で
、
塩
は
呉
音
で
「
あ
む
」。
だ
か
ら
、 

 

飲
食
物
に
加
え
て
調
味
す
る
塩
と
梅
酢 

 

が
原
意
で
、
こ
れ
か
ら
転
じ
て
、
①
味 

 

の
加
減
、
調
味 

②
物
事
の
折
り
合
い
、 

 

ほ
ど
あ
い 

③
体
の
具
合
な
ど
の
意
で 

 

使
わ
れ
る
。 

【
エ
ゲ
ツ
ナ
イ
】 

 

濃
厚
な
、
辛
辣
な
、

酷
烈
不
快
な
場
合
に
使
う
形
容
詞
で
、

牧
村
史
陽
氏
は
「
ち
ょ
っ
と
標
準
語
に

は
訳
す
こ
と
の
で
き
ぬ
大
阪
独
特
の
え 

げ
つ
な
い
言
葉
」
と
解
説
す
る
。 

                    

   

 

 

シ
ブ
チ
ン
の
物
汚
い
奴
、
高
利
を
貪 

る
貪
欲
な
親
爺
、
年
増
女
の
厚
化
粧
、 

助
平
爺
も
、
み
ん
な
こ
の
中
に
含
ま
れ
、 

か
な
り
多
角
的
。 

  

そ
ん
な
に
こ
っ
ぴ
ど
く
、
ず
け
ず
け 

言
わ
ん
で
も
い
い
や
な
い
か
。 

        

 

【
エ
ラ
イ
】 

 

大
阪
弁
の
エ
ラ
イ
は
、

「
偉
い
」
の
ほ
か
、
奇
人
変
人
と
か
、 

と
ん
で
も
な
い
人
と
い
う
意
味
で
も
使 

わ
れ
る
。
ま
た
、「
た
い
へ
ん
な
」「
た 

く
さ
ん
」
「
と
て
も
」
さ
ら
に
は
「
疲 

れ
た
」
な
ど
の
意
味
で
も
使
わ
れ
る
。 

 

呆
れ
果
て
た
口
調
で｢

ど
エ
ラ
イ
人
」 

と
言
え
ば
、
「
偉
い
人
」
で
は
な
く 

「
と
ん
で
も
な
い
人
」
で
あ
る
。
人
混 

                 

   

 み
で
「
エ
ラ
イ
人
で
ん
な
」
と
言
え
ば
、 

「
た
い
へ
ん
な
人
混
み
」
「
た
く
さ
ん
の 

人
」
の
意
味
で
あ
る
。
行
楽
帰
り
に
寝 

込
ん
で
し
ま
っ
た
孫
を
背
負
っ
て
帰
り 

「
エ
ラ
イ
わ
！
」
と
言
っ
た
ら
、
こ
れ 

は
「
疲
れ
た
」
の
意
味
で
あ
る
。
も
っ 

と
難
し
い
の
は
「
エ
ラ
イ
こ
っ
ち
ゃ
」 

「
エ
ラ
イ
や
っ
ち
ゃ
」
と
言
っ
た
と
き
、 

本
当
に
大
事
件
と
か
と
ん
で
も
な
い
人 

の
こ
と
も
あ
る
が
、
実
は
た
い
し
た
こ 

と
が
な
い
こ
と
も
結
構
多
い
こ
と
で
あ 

る
。 

【
オ
モ
ロ
イ
】 

 

標
準
語
の
「
お
も 

し
ろ
い
」
の
し
抜
き
で
、「
風
変
り
な
」 

「
妙
ち
き
り
ん
な
」
と
い
う
意
味
の
ほ 

か
、
ス
ト
レ
ー
ト
な
褒
め
言
葉
と
し
て 

も
使
わ
れ
る
。 

「
オ
モ
ロ
イ
顔
し
て
よ
る
」「
オ
モ
ロ 

イ
絵
や
な
」
と
言
え
ば
「
や
や
こ
し
い 

顔
」
「
や
や
こ
し
い
絵
」
と
い
う
よ
う 

な
意
味
で
あ
る
が
、
大
阪
人
は
友
人
か 

ら
「
あ
の
本
（
映
画
）
オ
モ
ロ
か
っ
た 

よ
」
と
い
う
感
想
を
聞
く
と
、
必
ず
読 

ん
で
み
よ
う
・
見
て
み
よ
う
と
思
う
。 

「
あ
い
つ
は
オ
モ
ロ
イ
奴
や
で
」
と
聞 

く
と
、
会
う
の
に
値
す
る
人
物
だ
と
判 

断
す
る
。
大
阪
で
一
番
女
の
子
に
も
て 

る
条
件
は
「
オ
モ
ロ
イ
男
」
で
あ
る
。 

               

   

 【
ケ
ッ
タ
イ
】 

 

妙
な
、
変
な
、
変 

て
こ
な
、
お
か
し
な
、
奇
態
な
、
い
や 

な
、
不
思
議
な
な
ど
の
意
味
が
あ
り
、 

先
の
牧
村
史
陽
氏
は
「
い
ろ
い
ろ
の
意 

味
を
含
ん
だ
実
に
ケ
ッ
タ
イ
な
言
葉
で 

あ
っ
て
、
エ
ゲ
ツ
ナ
イ
と
と
も
に
上
方 

弁
の
両
横
綱
と
い
っ
て
よ
い
」
と
解
説 

す
る
。 

  

若
い
女
性
か
ら
言
わ
れ
た
ら
、
常
軌 

を
逸
し
た
男
と
い
う
意
味
に
も
な
り
、 

い
や
ら
し
い
人
、
助
平
と
も
な
る
。
し 

か
し
、
求
愛
し
た
時
に
「
ケ
ッ
タ
イ
な 

人
」
と
軽
く
あ
し
ら
わ
れ
た
と
し
て 

も
、
ま
だ
脈
が
あ
る
場
合
も
あ
り
、
そ 

の
場
の
空
気
に
よ
っ
て
的
確
な
判
断
が 

必
要
で
あ
る
。 

 

変
て
こ
な
顔
、
何
か
妙
に
考
え
込
ん 

で
い
る
よ
う
な
常
と
違
っ
た
顔 

 

こ
れ
ら
の
言
葉
を
、
そ
の
場
の
状
況 

に
応
じ
て
、
互
い
が
適
切
な
意
味
を
選 

び
、
了
解
し
て
使
い
こ
な
せ
る
の
が
大 

阪
人
で
あ
る
。 

（
槇 

野 

勝
・
記
） 

                     

 

お

お

さ

か

べ

ん

お

も

ろ

こ

う 

大
阪
弁
面
白
考 

 

ー
意
味
深
な
こ
と
ば
ー 

・
ケ
ッ
タ
イ
な
人 

・
ケ
ッ
タ
イ
な
顔
し
て
ど
う
し
た
ん
や 

・
そ
な
い
に
エ
ゲ
ツ
ノ
オ
言
わ
ん
か
て  

え
え
や
ん
か 

・
あ
い
つ
、
エ
ゲ
ツ
ナ
イ
や
っ
ち
ゃ 

＊
こ
の
コ
ラ
ム
欄
へ
の
投
稿
を
募
り
ま
す
。 

テ
ー
マ
は
「
お
お
さ
か
」
で
す
。
一
五
〇
〇
字
程
度

で
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 


